

































エンスに関するワークショップ（2019 Guangzhou University – Kanagawa University Joint Workshop on City 





衍剛教授、藤田正則教授及び白井由紀助教の 5人、広州大学側からは Prof. Ping Tan, Prof. Airong Liu, 
Prof. Hai Liu, Prof. Cho Zhang, Prof. Yang Wu, Prof. Zhigang Wuの 6人が招聘講演を行い、レジリエンス評
価、構造耐震・制振技術、構造部材の塑性挙動、都市防災技術について活発な議論を行われた。
3．情報交換および交流の意義
　日本も中国も世界有数の自然災害の多い国であり都市防災およびレジリエンスに関する研究が進んで
いる。特に日本は地震・台風・火山噴火などによる自然災害の多発国であり、ハードとソフトの防災・
減災に関する研究と技術は進んでいる。一方で、急速な経済成長の著しい中国では大都市の急成長など
により、研究や技術開発が進展しており、特に若い研究者や大学院・学部の学生は研究意欲に溢れてお
り、研究成果の発表や知識の吸収意欲は称賛に値する。広州大学では、巨大な最新鋭の振動試験装置の
設置を進めており、耐震・制振・免震技術の研究開発が精力的に進められている。ワークショップ期間
中には、その設置現場の見学も行われ、大変興味深かった。
　今後もアジア地域、またオセアニア地域を含むアジア・オセアニア地域では、自然災害が数多く発生
することが予想される。そのため、自然災害に対する防災・減災対策には、国際的な共同研究と情報交
換が必要不可欠である。
　今回開催されたような都市防災およびレジリエンスに関する学術交流は、研究成果の発信及び研究レ
ベルの向上に大変意義が大きいと思われ、これからも定期的に行う必要があるし、同時にアジア・オセ
アニア地域の災害軽減化と防災・減災ネットワーク構築に関する取組を進める必要がある。
4．まとめ
　アジア研究センター共同研究「アジア地域の災害軽減化と防災・減災ネットワーク構築に関する研究」
では、今年度の 11月に開催された広州大学と神奈川大学共催「都市防災およびレジリエンスに関する
ワークショップ」（中国広州市）において研究発表と情報交流を行った。
中国においても自然災害は多発していて、現在自然災害に対する防災・減災研究は大変活発に行われて
いる現状が認識できた。防災・減災対策は、ハードな対策だけではなくソフトな防災対策も極めて重要
で、一般的には大都市域においては先進的に進められている一方で都市化の進展が進んでいない地域に
おいては十分な対策が進んでいない傾向があり、国際的にも同様な事情が認められる。アジア地域にお
いては、その傾向が大きいものと考えられるため、今後国際的な情報交換とネットワーク構築の意義は
大きいものと考えている。
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写真-7　ワークショップ会場となった広州大学風景 写真-8　大都市広州市の風景
